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研 究

硬 化 積 唐 材 'の眉 性 に 就 て

後 藤 輝 男 ･梶 田 茂

.(木材物理第1研東宝)
ヽ

TeruoGoT6andSigeruKADITA三on'the.Modulusof∫
ElasticityoftheHigh-densityLaminatedWood.

11緒 ..官 ､

従来教化積層材の弾性に関する研究は主として曲軽荷革につV,て行われ 引張･
･1)

圧縮荷軍についての弾性の研究は殆どたく,倭に＼W.KiicH 氏ゐ報告を見る妃過′

ぎない. ＼

2)
依って筆者等は低温ク,レゾ-ル樹脂接着剤によって製造した硬化積層材について

引張 ･圧縮及び曲げ荷重についてb弾性を考究し,.W.:Kt5cH氏の報告と比較検討

した次第である.倍弾性に及ぼす稜々の因子転っいての W.KticH氏の報告も併
′

せて此処に紹介すろ.

2 畠 験 方 法

1･引張･圧縮弾性係数

′′伸び′′及び ′′縮み〟は引張並びに軍縮試験に於てオクイゼン式歪測定券を用い,

任務革部分払於て測定し牢･荷重速度は亭麿 の場合は 100kg/cm2/min･,圧縮の場

合は 50kg/cm12/min･とした･,･引轟試験転やtop.7 ムスラ丁寓能試験機,圧縮試

験は･,20･tonアムスラ-寓能試験機を用いて行つ克. ､ も 'や
J

引張破壊応力,圧縮改革応九 及び引張弾性係数,圧縮弾性係数は次式によって＼

算出●した. ､

p･;引串破壊応力,或は圧縮破壊応力 (krg/C.m2)
■,▼
6=Lrr'E;引張弾性係数或は圧縮弾性係数 (kg/cm2)

A;'試験片引張部分並に圧縮部分に於ける断面積 (cmつ
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E三品

W;引張或は圧縮破壊荷重 (kg)

･P;歪 Alに相応す5..L弓儲或は圧縮荷重 (kg)
1;榛点距離の長さ (cm) ＼

41;榛点距離 1の廟に於ける伸び或は縮み (cm)

倍,引張応力ー伸び曲線,或往圧縮応力∵縮み曲線を画 くために比例限度を超える

部分迄荷重を増大せしあて ′′伸び′′或は ′′縮み′′を測定した.

,2･曲げ弾性係数

挟み測定は中点荷重を加える場合の曲げ試験に於いて4･ton.アムスラ-寓能試験

概附属の白記荷重境み袈濃によって細定Lk.用いた支点畢び荷重点の曲率半径は

1.5cm であった.荷重速度笹 40kg/cmソmin と̀した. 1

曲げ破壊応力及び曲げ弾性係数は次式によって算出した.

W ;曲げ破壊荷重 (kg).

q-芸 1,b,h･' ; 試験片のスパン,幅,厚さ (cm)
P;比例限度に於ける曲げ荷重 (kg)

8;比例限度に於ける挟み ('cm)

E-義 0.;曲げ破壊応力 (kg/crhB)

E;曲げ弾性係数 (kg/cm2)

倍本実験は外界気温 30±20Cの湿度たて行った.
′

3'試 験 片

1.供 ●試 材
臥J

平均厚さ 0.7mm ,Dマカンパ (Birch;BetulaMa女imowiczianaRegel) ｡

-♂.)I-単板に低温クレゾ-ル樹脂接着剤をio時間,浸漬した後.3昼夜風乾せし)

め海.紐解方向を全て平行に鎮層し,圧締湿度 140±2OC,圧締時間20分間,圧締

力 150kg/cm之 で圧締袈造した･侍積層圧縛に発だ予風乾剖 旨単板榛15分間 70±

2OC..の温度で予備加熱をした･

以上の如くして製造した供試材の比重は 1.25(ど/cm3),●合指率は20%であった.

2.引張試験片,圧縮試験片,及び曲げ試験片

Fig1,Fig2,Fig-3yt示す如きものを用いた.
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Fig1;ノ引張試験片

¶且

J

Hかiiiiiill

単位 ;cmi
繊縦方向は試験片長軸方向に平行

BはO.7cmを魂準としたが試験片毎に僅少の差があ.るため各試験片について測定
して行った. ､

Fig2;圧縮試験片

,⊥-2.a_二｢

mU●'
位艶

, ,Fig蔓;曲げ試験片

単位 -;cm

4 試 験 結 l果

'引準破壊応九 引張弾性係数,圧縮破壊応力,圧縮弾性係数, 及び曲げ破壊応/
力,l曲げ弾性係数孝義示す考と Ta,ble1,Table2,Table3.の如し.叉石茨酸

樹脂接着剤による硬化積層材の該性質との此校のために ′W.KむcH氏の試験結果

と共に表示すると Table4の如 くである.

t Table1.,'引張破壊応力及び引張弾性係数
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Table2.
圧縮破壊応力及び圧縮弾性係数

Table3.曲げ破壊応力及び曲げ弾性係数

1 2,465

2∵ へ2,749.

-3 2,315 163,752

4 2,446 191,836

6 2;252

5 2,由 . 181,728

7 2,508 164､,252

8 2,405 .156,825

9 -2,560. 188,237
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Table4. / ■

低温クL(ゾー-ル樹

脂接着剤による硬

化積層材 (塞者)

石茨敢樹脂接着剤による硬化積

層材 (Vd.KむcH)

比 塵....I.....,......--..g/cm3 - 1.25 1.36
含水率-..-..................% 7.0

/

圧縮破壊応力 -∴ ...kg/CⅠが 1,089' 1,60OL＼ 1,430

庄縮弾性稀痕 Ec...kg/cp12 . 221,000

引魂破壊応力--.......kg/cm2 ll-,800 2,700 √ 負,950

引張弾性係数 Et-kg/cm2 .252,000 280,000(?)

曲げ破壊応力 . ... .....kg/cm苧 2,459 2,430 . 2,800

3)
註 ;.K.RIECH-ERS氏の報告による.

倍応力｢伸び曲線;応カー縮み曲線,及び荷重一培み曲線を同様に W.K毎H民の

行った試験結果と共に図示すると Fig4,Fig5,Fig桓 通 りである･ ノ

圧

柿

防

_刀

1200

8qO

也No.EF-蹄力(kg/cm2)含脂峯一%I

J. GOO 7

2 2α).i, 6
3 2由 37●

4' COO 45

･与 '60 7

6 )50 20

2 4 6 8多 願 み
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Fig.4 引張応力ー伸び曲線

Fig.6 曲げ荷重一境み曲線

曲妹g_O.荘締加 kB/Em2)含指事(b/i)
I 600 7

2 - ? 7

3~ 60 7

4 2CO 40 ▲

0 0.4 OB I.0%

5 考 察

1.荷重方向と繊維方向が平行の場合,引張弾性係数は圧縮弾性係数よりも僅か乍

ら高い･･侍曲げ弾性係数は前2膚 に比Jiて小さい･､これは素材.K於ても一撃に認

められて､J,る事実やあっち その関係を示すと .Table5-の如し･

Table5.

硬化積層材lマ ツlヒ′キlス ギ1グ 1)fケヤキ■

Eb/Et I o･70J o･8010･65卜o･971 0･91Io･80
4)

(証) 素材の薮値は井口氏の報告による. 1

2.声茨酸樹脂接着剤による硬化積層材の弾性係数は低温クレゾ-ル劉 旨接着細に

ょる硬化積層材の綾係数に血し高い.
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盟)
3∴引張破壊応力,圧縮破壊応力及び曲げ破壊応力が鹿に報草した数値よりも小さ

･いのは,精密に歪測定を行う年め荷重速度を小さくしたためと考えられる･

i.1Fig･4.に見る如く硬化積層材の引張応力-伸び曲線に於て鋼等の金属類に見る
～

様な明ら示な弾性限界は存在したV'1. 即ち塑性変形えの移行が漸次行われるので-■

ある.

5.圧締カ;食指率と引張 ･圧縮弾性係数との関係については Fig4,･Fig5に示

す如くW･KiicH早の報告がある･即ち圧締力が 200kg/cm2以上に増大L'ても

. 該係数は殆ど増大しない..叉含胎畳が小さい程,該係数は高い.侍圧締カと曲げ
5)

弾性係数との関係について埠平井氏の報告がある･ /
/
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